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はじめに 

 ThMn12系窒化物では、高い磁気特性を示す新磁性化合物が見出された 1)。しかし、この新化合物の窒化機

構の詳細は不明である。本研究では、従来研究された Nd(Fe0.8Co0.2)11Ti 合金((Ⅰ)試料)を標準試料として、

(Nd0.7Zr0.3)(Fe0.75Co0.25)11.5Ti0.5系新化合物(Ti, Co, Zr含有量を変更) ((Ⅱ)試料群)における窒素(N)原子の拡散及び

窒化物生成機構について検討する。 

実験方法 

 予備実験として ThMn12系窒化物の窒素の再拡散の確認を行った。粒径<32μm の(Ⅰ)試料粉体を N2ガス雰

囲気で窒化した試料と、同試料をさらに Ar 雰囲気でアニールした試料を調製した。得られた粉体の N 濃度

分布を電子プローブマイクロアナライザ(EPMA)で分析した。

また、(Ⅱ)試料群については、その組成(Ti, Co, Zr 含有量)を変

化させた合金を窒化し、窒素含有量を変化させた一連の化合物

を調製した。得られた窒化物の ThMn12構造中の窒素の含有量、

分布、占有サイトについて検討した。そして、(Ⅰ)試料と同様

に、窒素の再拡散を中心に窒化機構についても検討した。 

実験結果 

 Fig.1 は(Ⅰ)試料を N2ガス雰囲気で 450℃/4h 窒化した試料の

EPMA による N 濃度分布分析結果である。Fig.2 は同条件で窒

化後、Ar 雰囲気で 450℃/48h 熱処理した試料を同様に N 濃度

分布分析した結果である。重量増から算出した N 量は前者が

9.7at% 、後者が 11.0at%である。また、後者の試料は粒子表層

の窒素が中心部へ拡散している。以上の結果から、ThMn12系

窒化物は熱処理により N 原子の再拡散が可能であることが明

らかとなった。 
 一方、(Ⅱ)試料群では ThMn12構造中の窒素含有量が(Nd,Zr) 
(Fe,Co)11.5 Ti0.5Nx表示で x>1 の窒化物試料が得られた。この結

果から、従来指摘された 2b サイト以外の位置を N 原子が占有

している可能性が明らかになった。また、窒化とアニール条件

の最適化により、既報の化合物 1)の物性に匹敵する比較的広い

組成領域の試料群も見出されている。 
 報告時には、窒化及び再拡散時の ThMn12構造中の窒素原子

の拡散機構と同係数 2)についても報告する予定である。 
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Fig.1 N-distribution in (Ⅰ)-sample 

(Nitrided at 723K for 4hrs) 

Fig.2  N-distribution in (Ⅰ)-sample 
(Annealed at 723K for 48hrs of Fig.1 sample)
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